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Ⅰ 目  標    『 み ん な で 取 り 組 む  地 域 共 生 ・ 信 州 』 

 

 

 

Ⅱ 事業方針 

新型コロナウイルス感染症等の影響により、生活困窮や社会的不安・孤立が広がり深まっている

現状があります。このような中、本会は、信州ふっころプラン（長野県地域福祉活動計画）に基づ

き、多様な関係者と協働しながら、地域力の強化や制度の狭間を作らない支援の創造に取り組んで

きました。今年度は、困難な状況に置かれた人々の不安を「あんしん」に変える取り組みをさらに

進めていくため、官民共同のプラットフォーム「あんしん未来創造センター」の設立を目指します。 

市町村においては、地域福祉に関わるコーディネーターや生活就労支援センターまいさぽなど各

制度に基づく相談員の増員が図られており、これらが重層的に機能する体制づくりを推進します。 

コロナ禍で生活困窮者を支えてきた生活福祉資金については、債権管理の仕組みをスタートさせ

るとともに、エッセンシャルワーカーとして改めて重要性を評価されている福祉・介護職場を応援

するため、人材確保や職場環境の改善を支援し、その「活躍ぶり」を伝える情報発信を強化します。 

また、自然災害の頻発化に対応して災害福祉支援の「本部機能」を常設化し、平時の防災福祉と

災害時のボランティア活動や福祉支援活動を一体的に推進します。 

 

<施策体系> 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

様々な個性、多様性を持つ人々が地域のなかで「ごちゃまぜ」に暮らすことができ、多く

の人や組織の協働により、ライフステージを通じてその人らしい居場所と出番がある地域

共生社会の実現に向けて、発信と実践を深化させ、あんしん未来を創造します。 
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みんなで取り組む 地域共生・信州 

① 協働によるボランティア、まちづくり活動の振興 

② みんなで取り組む福祉教育と介護の魅力発信 

③ 地域共生社会の実現を目指した地域福祉の基盤強化 

⑦ 県社協「災害福祉支援本部」の常設化 

⑧「あんしん未来創造センター」設置による取組推進 

「ともに創る」 
を実践する 

④「断らない相談支援」と総合的な権利擁護体制づくり 

⑤ 福祉人材の確保、定着、育成と「活躍」の促進 

⑥ ケアマネ研修情報センタ―事業の着実な運営 

「ともに生きる」 

を発信する 

「あんしん未来」 

を創造する 



Ⅲ 重点事業  

<「ともに生きる」を発信する> 

 

（１）協働によるボランティア、まちづくり活動の振興 

○ それぞれの地域において、行政・企業・学生・住民などが分野や立場を超えて想いを共有

し、ボランタリーに活躍できる拠点として、市町村まちづくりボランティアセンターの充実

と公民館など社会教育分野との連携を図ります。 

○ 社会福祉法人の地域貢献事業の促進や企業の社会貢献ネットワークの立上げ、また大学と

の協定に基づく協働事業の促進など、県域での多分野連携を推進します。 

〇 コロナ禍など厳しい状況が続くなか、子どものための「地域の居場所」の増設と困難を抱

える若者の自立支援の活動を、あらゆるネットワークを駆使して全県的に推進します。 

 

（２）みんなで取り組む福祉教育と介護の魅力発信 

○ 違いや多様性を認め合いながら、地域の絆を切らさない豊かな学びを発信するため、「福

祉教育」「キャリア教育」「共生教育」「福祉講座・体験」などの取り組みをみんなで進めま

す。 

〇 福祉・介護の仕事の魅力を発信するため、「信州ふっころフェスティバル」「長野県介護技

術コンテスト」などの各種事業を福祉関係団体が一丸となって推進します。 

 

 

 

<「ともに創る」を実践する> 

 

（３）地域共生社会の実現を目指した地域福祉の基盤強化 

○ 地域福祉コーディネーター総合研修により、社会福祉協議会職員や生活支援コーディネー

ター、社会教育推進者などと共通の学びを深めるとともに、新たにソーシャルワーク課程を

設置して、社会福祉施設・事業所の地域貢献活動とのつながりを深めます。 

○ 属性を問わない包括的な支援と地域づくりを進める重層的支援体制構築事業を推進する

ため、実施市町村の支援及び事業の普及・啓発に努めるとともに、市町村地域福祉計画の策

定・改訂の支援や、地域課題解決を図る人材の育成に取り組みます。 

 

（４）「断らない相談支援」と総合的な権利擁護体制づくり  

 

（５）福祉人材の確保、定着、育成と「活躍」を促進 

 

（６）ケアマネ研修情報センター事業の着実な運営 

 

 

 

 



<「あんしん未来」を創造する> 

 

（７）県社協「災害福祉支援センター」機能の確立 

〇 「災害福祉支援本部」を常設化し、ホームページや資材庫の整備、災害対応マニュアル作

成を行うとともに、市町村災害ボランティアセンターの協定締結の促進やＤＳＡＴ（災害ボ

ランティアセンター運営支援者）制度の充実、災害派遣福祉チームの拡充を図ります。 

〇 災害対策基本法等の改正をふまえ、災害時住民支え合いマップや個別避難計画、また、社

会福祉施設の事業継続計画づくりが地域で一体的に推進されるよう支援します。 

〇 これらの活動に共通する災害時要支援者情報の包括的把握ツールとして、「防災福祉アプ

リ共同活用ネット」の普及を図り、災害福祉支援の質の向上を図ります。 

 

（８）あんしん未来創造事業の推進 

〇 官民協同による「長野県あんしん未来創造センター」の設置に向けた推進体制の強化に努

めるとともに、ひきこもり支援や身寄り問題、多様な住まいの確保支援等、制度の狭間にあ

る課題の解決に挑戦します。 

○ 入居保証・身元保証事業等を展開する「長野県あんしん創造ねっと」は、県内全ての社協

の加入を目指しながら、プチバイト事業を含む「信州あんしんセーフティネット」等との連

携を深めます。 

 

 

「ともに生きる」

を発信する 

地域福祉の 

基盤強化 

県域センター

機能の発揮 

まちづくりボランティアセンターの使命 

情にさおさす 

まちづくりボランティアセンター 

 

信州ふっころプランの推進エンジン（目標） 

智にはたらく 

あんしん未来創造センター 


